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減少傾向が停滞

12551人



東京都の感染者数を考える
累計で100万人を超える



現在がいかに問題かが分かる
•東京の新型コロナ感染者数100万人を超える

•うち60％が第六波の感染者

•それだけオミクロン株の感染者が多い

•BA２という新しい変異株への感染が今後増える

•オランダの例では２か月で入れ替わってしまった

•現在感染者数の減少が下げ止まっている

•今後どのように対応するかを考える必要がある

•蔓延防止等重点措置の延長だけで良いのか



医療の逼迫を救急搬送から見る



救急車を呼んでも
•救急車が到着して
20分以上搬送先が
見つからないケース

•１月中頃から200件
/日

•病院側も病床数を
調整している

•呼ぶ方が緊急度を
しっかり把握する事







どうなっていくのかウクライナ







民間軍事会社
•クリミア半島を併合した時も最初に彼らが活動

•外見からは判断できないが、兵士であることは確か

•こういった武器や車両を用意できることからしてバッ
クにそれなりの組織があることはわかる

•戦車１台で1000万円単位の価格

•燃費も２ℓで１km走れるかどうか

•莫大な資金が必要になる

•しかし死亡しても民間人としての扱いにしかならない





ロシアとウクライナの和平交渉

ロシアは
専門家が
少なく本気
度は？
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隔たる双方の主張
ロシア側の主張 ウクライナ側の主張

武装放棄
ｾﾞﾚﾝｽｷｰ退陣

即時停戦

ウクライナの中立化
NATOへの未加入

ロシア軍の即時撤退

クリミア半島の主権承
認

ウクライナ領内の占領
地の返上



今朝２回目の停戦協議が行われた
•大きな進展なし

•攻撃を受けている地
域から一般市民が脱
出できる回廊を確保

•その時一時停戦

•ロシア側は一定の成
果アリと発表

•ｳｸﾗｲﾅ側は成果は
ないと発表



最悪の展開
•６基ある原子力発電
所を攻撃

•火災が発生

•攻撃を受けているの
で消火活動ができな
い

•もし爆発するとチェ
ルノブイリの10倍の
被害となる

先程の報道で放射線量が増加している IAEAは否定



•昼前の最新報道

•ロイター発

•出火は研修施設で原
発ではないとのこと



３月４日12時半頃 ウクライナ非常事態庁が投稿した原発に落下する爆弾





プーチン談話
•昨日国家安保会
議を主催

•今後ｳｸﾗｲﾅ侵攻
をさらに強化する

•この戦いは特別軍
事作戦である

•戦死者には742万
㍔負傷者には300
万㍔支給



プーチン大統領の主張
•ウクライナは民族主義者と新ナチ主義者が指導して
いる

•ウクライナ国民は騙されているのだ

•親ロシア派の人民を不当に差別し犠牲にしている

•ウクライナ軍は中東の傭兵を利用している

•ウクライナ軍は一般市民を盾にして戦っている

•その全責任はゼレンスキー大統領である

•欧米諸国はフェイクニュースで世論を動かしている



ロシア国内での報道から
•政府は今回のことをこう報じている

• 平和維持活動である

• ロシア人居住地の住人に対して８年間にわたりジェ
ノサイドが行われていた

• ウクライナ政府に対して制裁を行っている

•何時かNATOやアメリカが攻撃してくるかもしれない

•だからこそ今ウクライナの基地を攻撃している



ロシア国内で
•SNSの使用制限を行っている

• 通信スピードを下げている

• テキストは送れるが動画は送れない

• 侵攻 宣戦布告 という文言は使用禁止

• 偽情報を流した場合最大550万円の罰金

•制裁が少しづつ影響しはじめている

•マスターカードの決済が停止 ＞VISAもなるか

•ルーブル安で経済は逼迫

youtubeは見られる





どちらが正しい
•ロシアが初めて犠牲
者数を発表
•ウクライナ側はロシ
ア軍の犠牲者は約
6000人と発表
•ウクライナは軍の犠
牲者は未発表
•情報合戦
•でも多くの死者がい
ることは確か





•今朝の朝日新聞
朝刊１面

•国連の話題

•停戦協議の話題

•パラリンピックの
話題



国連総会の決議
•40年ぶりに開催された緊
急特別会合

•ロシアによるウクライナへ
の軍事侵攻非難

•賛成 141 反対 5

•棄権 35

•大差で可決された

•法的な縛りは無い 国際世論



賛成しなかった主な国
•反対 ロシア ベラルーシ シリア 北朝鮮 ｴﾘﾄﾘｱ

•北朝鮮 欧米はロシアの安全保障上の要求を無視

•ベラルーシ 直接対話への努力を惜しまない

•棄権 中国 インド キューバ イラン 等

•中国 対話による解決へ建設的なかかわり

•インド 外交による対話の道にもどるべき

•キューバ NATOの東欧への軍事投入を強く懸念

•安保理で棄権したUAEは賛成にまわる



インドが安保理等の決議を棄権
•ウクライナ侵攻に対しての非難決議案の採決

•安保理での採決 ロシアが反対

• 中国 UAE インド が棄権

•中国はロシアを支援している中直接反対はしない

•UAEはアメリカへの不信感が表面化したか

•インドは対中国対パキスタンの問題でソ連時代から
武器を購入していた

•現在でも長音速巡航ミサイルの技術供与される

拒否権行使となり非成立

部品補充 銃弾補充など必要60%はロシア製





インドは今後どうなっていくのか
•中露接近

• 北京オリンピックにプーチンは国賓として招待

•パキスタンへの武器供与

• インドがロシア製の武器を買えばパキスタンには
売らないという約束があった

•現在アメリカとの関係が重要視されてきた

•武器の売買も行われるようになってきた

将来的には
ロシア離れ
が進むか

最近になってパキスタンに武器販売





•ブラジル ボルソナロ大統
領はロシア制裁に参加せず

•コメディアン出身の大統領
に国の命運を託したウクラ
イナを批判

•２月16日 モスクワで会談

•エネルギー分野での協力を
求め了承される

•ブラジルの原発に燃料供給

•今後の協力関係を確認



今までの国連総会 緊急特別会合
•国連の安全保障に関する理事会 安全保障理事会

•15に国の代表によって審議 （米英仏中ソに拒否権）

•1950年 国連総会の決議

• 安保理で常任理事国が一致できず国際平和と安全
維持の一義的責任を行使できない場合に開催

•1956年 スエズ危機（第二次中東戦争） ｱﾒﾘｶ拒否権

•1980年 ソ連のアフガニスタン侵攻 ソ連拒否権

•1982年 イスラエルのゴラン高原併合 ｱﾒﾘｶ拒否権



•ｾﾞﾚﾝｽｷｰ大統領

•ウクライナのEU
加盟申請

•一般的には数年
かかる

•戦後復興にEU
の手助けを必要
と考えた



EU側の対応
•EUとして直ちにウクライナの加盟承認はできない

• 参加各国が共通して加盟承認できないとの見通し

•NATO加盟も基本的には難しい

• 加盟条件 国内に紛争地域を持っていないこと

•今回すぐに対応したこと

•２年間のEU域内での居住許可

•教育を受ける権利等も与える



ロシア大使館が
•Twitterにロシア大使館が
発信

•ロシアの真意は何か？

•プーチン大統領はゼレンス
キー大統領をネオナチと指
弾している

•日本が支援をする

• ＝２度目の暴挙だ



プーチンの誤算
•ウクライナは弱い

• 数日で攻略できる

•ロシア軍は強い

• 新兵の力量不足

•欧米は一枚岩にならない

• SWIFTは実行されない

•国民は支持してくれる

• 各地でデモが発生

精鋭軍投入

とにかく弾圧

中国



制裁違法
•中国が援護

•軍事進攻に対す
る経済制裁は違
法

•争いを拡大させ
る

•天然ガスの輸入

•国際的制裁には
不参加の意向



中国は知っていた？

•２月上旬 中国はロ
シアに対して侵攻を
20日以降に出来な
いかと要請

•事前に知っていた
可能性

•ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸは範囲外

•中国は否定





スポーツ界
•ウクライナ侵攻を
理由にロシア選手
を除外するのはお
かしい

•ｽﾎﾟｰﾂと政治は別

•大統領は信頼して
いる

•この言葉に批判多
数



様々な場面でのロシア外し
•今日から始まるパラリンピックへの出場

•今月末のフィギアスケート国際選手権への出場

•サッカーワールドカップ予選のヨーロッパカップへの
出場

•国際柔道連盟の名誉会長職プーチン氏資格停止

•ベンツ等ドイツの自動車会社ロシア輸出停止

•トヨタ ロシア国内の工場生産停止

•最新映画の上映停止



各国のウクライナ支援

ウクライナ

アメリカ 3.5億ドルの援助

基本的には武器

オランダ

ドイツ

対戦車砲 50
ロケット砲 400

対戦車砲 1000
地対空ﾐｻｲﾙ 500

フランス 燃料
対戦車兵器

ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ

消防隊や救急隊へ燃料
医薬品 医療器具

ロシア政府と同盟の合意書
アリエフ大統領窮地

バルト三国
ルーマニア
ロシア機の
領空進入禁止

各国のNGO
食糧 医薬品
衣料品など

ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ

スイス 金融制裁

銃 2500丁
対戦車砲 2500

対戦車砲 5000
ヘルメット

中立国である国も参加



３月４日11時現在





世界で広がる反戦デモ
•世界各地で反戦デモが行われている

•21世紀の今武力を使っての蹂躙は認められない

•国際法と国連憲章違反である

•ドイツでは若者が中心になって反戦デモ

• 学校も休校して参加を認める

•理由 地球温暖化防止のための１つの行動

• ロシアにエネルギー源を依存している状況の打破



今後どうなるのか？
•ロシア国民がプーチン大統領をどう判断するか？
•現在報道されている内容はプーチン大統領有利
•諸外国の批判をどう感じるか
•経済制裁をどうとらえるか
•石油と天然ガスの利権を独占するプーチン一派をど
う判断するのか
•戦争拡大でロシア側にも被害が拡大する
•訓練と称して派遣されているロシア兵の思い
•核兵器の使用をちらつかせたことに対する問題



今回の紛争がどう決着するのか
•抗戦を止めて話し合いで決着をすべき

•もしロシアが押し切ってしまった時

•ウクライナは傀儡政権下でロシアの属国になる

•しかし国内を統一できるわけはない 国民の反発大

•混乱が続く（ゲリラ戦のようなもの）

•ロシアが撤退することになったら

•ロシアの政治指導者が交代することに

•その時プーチンは戦争犯罪人として裁かれるのか



今ささやかれていること

•左は側近のラブロフ外相との会談 右はマクロン大
統領との会談
•新型コロナ対策というがこの距離は異常
•パーキンソン病とも 精神疾患か？


